
               大 豆 のJec・rinに 就t

         大 豆 のJecorinに 就 て

               近 藤 金 助

       .    森  茂 樹

 Jecorinと はDrechsel(1886)が 馬 肝臓 か ら分離 した特種 の燐脂 照 に與 へ た名構 であ る・此

の燐脂艦 は純 酒精 及び純 工 一テ ルには不溶 であつて糖 を含 む こ とを特徴 とす るもので あつ に・

鵬 ・骨髄,脾 臓,心 臓,副 腎,膿 汁等か ら もJecorinsが 分 離 せ られ たが糖の 含量 と組 成分 殊

にN:Pの 比 は不定 であつ た.の みな らす糖 の結合程度 も強弱様 々で あつt:・ 夫 故にJecorin

は 軍 一 物質 では な くしてKephalinに 無 機監類,糖 類 糖脂 質等 が爽 雑 して居 る複合 艦で あ る

と考へ られ るや うになつ たので あ る.

 LeveneC1)等 は 大豆の粗一類 脂 艦か ら酒精,氷 酷並 に溢酷酸 に不 溶 な物質 を分離 して,之 を

Cuorinで あ る と考へ た こ とがあ る. Cuorinと はErlandsen(1907)が 心 臓 筋肉 か ら分離 した

エ ーテル可溶,酒 精不溶 のMonoamino-diphosphatideに 與 へ た名稻 で あ る.け れ どもLevene

&Komatsu(2)の 研 究に よつ てCuorinは 軍 一物質 ではな くしてKephalinと,共 の分解産 物

との混合物 で あ るこ とが 明白に されt:の で あ る・Levene等 が 大豆 の粗一類脂 艦か ら分離 した

Cuorinは 糖 類 を含んで居 つ た こ とな どか ら考へれ ば寧 ろJecorinと 構 すべ き もの であつt:の

で あ る.                   S()ja-Jecorinの 組 成分

 筆 者は第1圖 に示 す方 法 によつて大豆          .                    1
.Glycerophosphoric acid:α.form

麟 灘 観 撫蝋灘
の構i成成分 は筆 者の實験 に よれ ば次 に示  3・Base:Colamine

す が 姐 に騰 と鰍 獺(Pは 別)と を4'Cll講 鍔te:Digalactomonoa「aban

鐵:欝難鱒礁 騰
稻 す べ き もの で あ る ・

  (1)Levene&Rolf:J・Biol. chem・,68(1926),285.

  (2)Levene&Komatsu:J・Bio1・chem・,39(1919),83.
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 Soja-Jecorinは な ほ以 上の外 に少量のBetaine類 似 物質 を含 んで居 るが,糖 類及び無機 威分

等 とKephalin との 結合 は比較的安 定であつ て,10倍 容 の5%の 硫 酸 内 にて長時聞 加温 した

時 には じめ て分 離 した位 で あ る.夫 故 に此の物質はKephalinにGalacto-arabanが 結 合Vtこ

一 定の輩一物質 で あ るかの如 く考へ られtこ.け れ ど も此 のJecorinは 約15%の 友 分 を含 み,

友 分 量 と糖 量 とは恒 定で は なかつた.從 って組 成分 は不定 であつ 仁 例 へ ばec 1囲 に示 し7二操

作 に よつ て得 にJecorinも 共 の組成 は次 の如 くに憂動 したの であ る・

                   第1表

      認謡 募 }鐸&・ 撫ep・N
       AI     O。77    5.03    10.73    30.4    1:0.34

       B】      0.97     5.18     10.38     29.9     1:0.41

       C】     O.82     5.14     7.97    22.0    1:0.36

の み な らす第2圖 叉 は第3圖 に示 すや うに,此 のJecorinに 水 又は稀薄盤 酸 を加 へてGe! 」伏

となせ ば,更 に ヱーテルに可溶分 と不 溶分 とに分別 す るこ とが出來t:.其 の 分 析結果 は次表 の

通 りに不 定 な もの で あつ すこ。

                   第2表

              (第2圖 の操作によつて分離 したもの)

             募 £ 曝 徳)雛 ・・N
     Ether soluble

     substance

       A2      0,96     3.78     10.84    25.19    1:0・57
             

       B2   ・      1.03       3.60       13.51      22.62      1:0.63

       C2       0.93     3.94     1L10     27.11    1:053

    Ether insoluble

     substance

       A3          1.06        3.88       11.52       31.65      1:0.61

       B3       1.13     4.10      9.55     33.91    1:0.61

       C3          1.07       3,54       10.26       35.36      1:0.68

                   第3表

              (第3圖 の操 作 に よつ て分 離 した もの)

             募 易 薄 鋤 雛 ・・N
     Ether soluble
     substance

       A4       1.17     3.15     13.30     21.56    1:0.84

       B4       】.34     3.12     14.16     19.47    1:0.95

 '       C4       1.30     3.04     16.57     15.63    1:0.95

       D4      1JO    3.38    12.90    1753    1:0.72
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 然 ればS()ja-Jecorinは 軍 一物 質 ではな くしてKephalin, D三galacto-monoaraban及 び無機 肇

類か ら成立 して居 る不定 な混 合物 である・分離操作 中,.溶 解 度等 に關 して輩一物 であ るかの如

き性質 を示 すの はKephalinの 特 異 な物 理的性質(吸 牧,吸 ・1}相 互 溶解 等)に 原因 す るの であ

ら う・而 して調製 す る度毎 に(原 料 と調製方法 は同 じで も)S(}ja-Jecorinの 組 成分 が憂動 する

事か ら考 へ て も,大 豆 申ではJecorinと して存在 す るのでは な くして分離操作 の闇 にKePhalin

が,糖 類 と無 機盤類 とを張 く混合 す る爲 めに生 じナこ二次的産 物 であ る と云 ひ得 るの であ る・此

の事 は動物 性Jecorinも 同様 で あ ら う・

 本 研 究 を行 ふに當 り豊 年製油株 式倉就長 杉山金太郎氏 の御 援助 を受 け叉材 料 は同肚取 締役菊

池 土用三 氏の御配 慮 によつ て得 ナニ.筆 者は鼓 に深甚の謝意 を表 す・                                       ◎

  賓 験 成 績

  1Soja-Jecorinの 調 製

 aS 1圖 に示 す如 くに大豆 油澤 をAcetoneに て 脱脂.脱 水 し残澄 を最小量 のEtherに 溶 解 し,

これ をMethyl alcohol中 に滴下 しτ生す る沈澱 を濾過,乾 燥 し,次 いで之 をErlandsen(3)1;

倣 つ て温氷酷 酸,Amyl alcohol混 液(1:1)1:て60。Cに 於 て4-5回 塵 理 し可溶分 を杢部抽 出

し残渣 をMethyl alcoho1に て 海 條,濾 過,乾 燥 して淡褐 色粉 末のS・ja-Jecorinを 得 た.・

                    第1圖              ・

            1原辛ミ}i由言宰1 約 12kg

             l-・催 ・Ace・・n・を加一騰 脆水す
          lAcetone不 溶分17・O kg

             I-Acet… 轍 逐せ・めAI・・h・11・よ・押
          1Alcohol不 溶分}

             トAl・・h・1を鯉 ・め ・・h』4甑 ・加
         l       I

       IE・h・・不塗分l i・・h・・可溶分l
       Glucoside

                 l-M・・hyl・1・・h・1中1・・Ul・n・・糊 轍
             1        1            

1不溶分1850g  I可溶分1

              -600Cに て氷酷酸Amyl alcohol混 液(1:1)に て虜理

         }        l

        l不溶分I     l可溶到

         トM・・h・1・・1・・h・1・て麟 ・瀧 乾燥

       ls㊤a-Jec・・i司       
(Al,Bl,C1)

  n 加 水 分 解

 前 記の方法 に よつ て調 製 したSoja-Jecorin Aiに 約10倍 景 の5%H2SO4を 加 へ沸騰 湯煎 中

  (3)A,Erlandsen:Z, f, physiol. Chem.,51(1907),71.
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にて5時 聞撹 拝 しつ5加 水分 解 を行 ひ7こる後放冷 すれば脂 肪酸 は杢 く溝離 し江 脂 肪酸 を濾 別

し其 の濾液 をBa(OH)2に て 中和 し,更 にCO2を 通 じて過剰 のBa(OH)2を 沈 澱 せ しめ,其 の

濾液 を濃縮 し,之 に酒精 を加へて其 の含量 を約80%に な らしめればBa-glyceroPhosPhateが

沈澱 しす二.そ の時 の濾液 は含窒素成分及 び糖類 の試験 に供 した・

  m脂 肪 酸

   (a)脂 肪 酸 の分離

 Soja-Jecorin 80 gを,上 記 の方法 にょって水解 し7こ時 に得 た脂 肪酸 を水洗後Etherに て 抽出

し,Etherを 放 逐せ しめた る後,残 渣 を95%酒 精 にて塵 理 して不溶分(4)を 除 き,可 溶分 はTwit・

chell(5)法 に よ り固胆酸 及 び液罷酸 を各鉛盤 として分 ち,更 に各tを 稀硝 酸 にて分解 して游離 脂

肪酸 を分 別 した.そ の牧量 は固膣酸19.59,液 盟酸105 gで 絡 量30.09で あ つ ↑二・

   (b、 固 髄 酸

 分 離 せ る固腿 酸は融 鮎685--69.5。C,酸 慣189.73,沃 素 贋075で 不 飽和 脂肪酸 の混 入は比較

的僅 少であつ た,こ の 固艦 酸109にabsolute Methyl alcohol(3%HCIを 含 む)129, absolute

Ether 189を 加 へ,湯 煎上 に10時 聞 加温後BaCO3に て 中和 し,濾 過後 溶剤 を溜 出せ しめ て

得 た る濃密 歌 のMethyl esterを 減1墾にて蒸溜 して2種 の溜 分 を得 ナこ.(第4表)

                  第4表

       溜 分 蒸 ㌦ 温 度 眞 誌 度 牧,量
         I      l   165-170         2            2.7
             1         11      

1   185-195          "             6.2              

       残 測         ・・6

 各 溜 分 を鹸 化後 游離脂 肪酸 を分離 し再結精製 した る もの 、融瓢 及び酸債 は下 の如 くで,夫 々

Palmitic acid及 びStearic acidに 相 當 しt:.(第5表 参照)

                  第5表

     鹸化せ・溜頒 麟 號 試 。料n/lo。5. OH酸 債 融.謹

            1     0,5125     19.98     218.75

       1        2      05240      20.43      218.77    62.O-62.5

           季 均       218.76

            1     0.6120     21.46     196.75

       11        2      0.6045      21.22       196.96        71

           卒 均       196.86

  (4)95%酒 精 不 溶 分 は加 水分 解 の 残渣 で 試料809よ り159(試 料 の18.75%)を 分 離 した.而 し

   て その 組 成 は 下 の 如 くで あ る・N1・54%, P 1・49%Sugar(as glucose)0.82%.

  (5)E・Twitchel!:J. Jnd. Eng. Chem。,13(1921),806.
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   (c)液 罷 酸

 液 艦 酸 中の不飽和脂 肪酸 を分 離 す るため にはHazuraの 酸 化法 に依 つt:. EPち 液 鰐酸10.09

に比 重L27のKOH-Solution 7.0・cc, H20200 ccを 加 へ て石 鹸液 を作 り0。Cに 於 て15%

KMnO4-Solution 200 ccを 滴 下 して10分 聞 に反慮 せ しめ,直 ちに SO2を 通 じて脱色 し,生

域 せ る沈澱 を濾別 し,沈 澱 を50。C以 下 にて乾燥 し,之 をPetroleum ether,更 にEtherに て

虜理 してEther可 溶 分 を除 き, Ether不 溶 分 は乾燥後30%酒 精 にて再結 して白色粉末3,29

を得 た・この物 の融 鮎151。C,元 素 分 析の結果 は第6表 の如 くでLinoleic acidの 水 酸化 物 であ る

Sativic acidに 一 致 しず二.

                   第6表

  鰍 番號 試,料1c32 Hgo 1劣  舅
     1          0.1105        0.2504        0.1041        6'1.805        10.540

     11         0.1145       0.2596       0.1075       61.834        10.506

    雫 均             61.820  10.523

  計算値,C】sH3606                        62.∞6    10.437

 前 述 のEtherの 可 溶分kSativic acidの 濾 液)よ りはEtherを 除 去 し96%酒 精 にて塵 理 し

Oleic acidの 水 酸 化物 で あ ろDioxystearic acidを 得 ん と試 みt:が その存 在 を認 め得 なかつ た・

 前 記 の水 に不 溶性沈澱 を除 いすご濾液 はKOHに て 中知 し約1/12容 に濃縮 し,稀 硫酸 にて酸

性化 すれ ば褐 色架 歌の沈澱 を生す る.沈 澱 を遠心分離 しEther可 溶 分 を除 き,次 に無 水酒 精

よ り析 出せ しめ再 び水 に溶解 し淡 黄色の結晶0・709を 得 た.そ の融 鮎200。C,元 素 分析 の結

果 は下の如 くでLinolenic acidの 水 酸化物で あ るLinusic acidに 相 當 し†こ.(第7表 滲照)

                   第7表

  實 麟 號 試 。 料 C2・ HEO  易  易
     1          0.1130       0.2345       0,9704       56.596        9.610

     11         0.1145       0.2377       0.9874       56.617        9.650

    雫 均             56.607  9.630

  計 算 値,Cl8H3608                        56・786     9・559

 以 上 の 結 果 に よ れ ばSoja・ ・Jecorin 809よ り分 離 せ る脂 肪 酸 は309で37・5%に 當 り,脂 肪 酸

rllの 固 騰 酸 及 び 液 罷 酸 の 割 合 は 夫 々65%及 び35%で あ つt二.而 し て 固 艦 酸 はPalmitic acid及

びStearic acidよ り成 り,後 者 は 前 者 の 約2倍 量 存 在 し,叉 液 罷 酸 はLinolelc acid及 びLino-

!enic acidよ り成 り前 者 は 後 者 よ り多 量 に 存 在 す る こ とが わ か つ ナニ・

  IV GIycerophosphoric acid

 Soja・Jecorinを 加 水 分 解 し す二時 に 分 離 しt:Glycerophosphoric acidのBa・ 臨 は,最 小 量 の 水

                   (172)
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に溶解 し再び之をAlcohol中 に滴下沈澱せしめるこ と2回 反覆 し,最 後 に無水酒精にて洗瀞,

濾過,乾 燥 して殆 ど自色の粉末を得 に・その分析結果は第8表 及び第9表 の如 くである・

                   第8表

       實験翻 試 。 料 Ba暮04  勢
          I           O.1520         0.1101         42.643

          11           0.0860         0.0625         42.766

       竿 均    42.705

       言f   算   f直                                  43・41

                  第9表

       鰍 番 號 試 。 料0'1n器aOH 塁

          1           0.0700         46.64          9.203

          11           0.0710          48.05           9,349

       李    均                   9.276

       計  算  値                              ～瓦79

 更 に上 のGlycerophosphoric acidのBa-salt(α,β 一form混 在)中 の β一formのGlycero・

phosphoric acidをKarrer及 びSalomon(6)の 方 法 によ りBa(NO,)2と の 複 盤(C3H7PO6Ba)2

Ba(NO3)2と して分離 した.分 離 せ るこの複 瞳の量 よ り β一Glycerophosphoric acidの 含 量 を算

出 するに,混 合Ba一 肇5.0100 gよ り分離 せ る複盤の量 は0.05459に てBaβ ・glycerophosphate

O・Ol97 gに 相 當 す る・さすれ ばBa glycerophosphate(α,β 混 在)中 のBaβ 一91yceroPhosPhate

の 含 量 は次 に示 す如 く0.4%に す ぎない.

        0,0197            × 100 =0393(%)
        5.0100

 この結 果 に よれば大部 分 は α一Glycerophosphoric acidで あ るこ とが わか る・

  v含 窒 素 成分

   (a)Betaine類 似 の盤基

 試 料 を5%H2SO4に て加 水分解 し游 雛 せ る脂肪 酸 を除 きその濾液 にPhosphotungstic acid

solutionを 加 ふれば少量 の茶褐色紫歌 の沈澱 を生す る・この沈澱 を吉 村等(7)の 方 法 に倣 ひ50%

Phosphotungstic acid solutionを 稔 過剰 に加へ て沈析 を完結 せ しめ,沈 澱 を濾過,水 洗後

BaPH)2に て分解 しCO2を 通 して過剰 のBa(OH)zを 除 き,中 性の濾液 に少量 の盤 酸 を加 へ水

浴 上 にて蒸 磯乾 澗 した る後95%酒 精 に溶解 せ しめ,之 に飽 和昇乗溶液 を加 ふれ ば茶褐 色の沈澱

を生 す る・ 沈澱 を濾過 水洗 し,硫 酸乾燥 器 中にて乾 燥 した る もの ～融貼 は212-一 一214。Cで あ る.

  (6)P.Karrer&H. Salomon=Helv. Chim. Acta,9(1926),3.

  (7)吉 村,無 漏田:日 本農化誌,第3巻 第5珊(1927),614.
                                      ＼
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次 にこの水銀 盤 をH2Sに て分解 し,盤 酸臨溶液 とな し,濃 縮 して盤 化 白金 の酒 精溶液 を加へ

放 置すれ ば融 貼199-200'C・Pt一 含量30.66%の 黄色 の結晶 を得 る・ こsに 得 られた る盤基 は

Phosphotungstic acid及 びHgC12に 封 す る反慮 に よ りBetaine類 に屡 す る もの と考 へ られ る

が盤酸盤 の酒 精 に射 する溶解 度,水 銀肇 及び白金驕の融窯 及びPt一 含 量等 の諸性質 の総 べ てが

既知 のBetaine類 の それ と一致 せす その本艦 が不明で ある・

   (b)Colamine

 上 述 のPhosphotungstic acid solutionに よ る沈澱 の濾液 を常法 に よ りBa(OH)2に て 中和 し

濃縮後酒 精 に よ りGlycerophosphoric acidをBa一 監 として除 き濾液 を濃縮 し稀 肇酸 を加 へ て

酸性液 とな しSodium picrateの 飽 和溶液 を加へ数 日放 置 して赤褐 色針 歌 の結 品 を分離 し仁

再結精 製結晶 の融黙 は159。C,元 素 分析 の結果 は第10表 の 如 くでColaminepicrateと 一 致 し

た.

                  第10表

  實験翻 試 。 料 c2・ 早  鼻  易
     I          O.1245       0.1496       0.3616       32.770        3.254

    11          0.1420        0.1711       0.4240        32.861        3.341

   挙 均      32,816 3.298

  計算値・C・H・・N・0・     [    33・087  3・481

   (C)Amino態 窒 素

 S()ja-Jecr1n 2,0009を10%HCIに て加水分解 し脂肪酸 を濾別 して濾液 を50 ccと な し・

その 中一定量 を探 取 して全窒素 量及 びVan Slyke法 に よるAmino態 窒 素量 を定量 し・ その

比 率 を算 出 しす二.帥 ち

  槍 液5cc中 のTotal-Nは0・OO 13169

  槍 液2ccよ り游離iせ るAmino-Nは0・89 cc

  (氣 歴770 mm Hg,温 度20。C)

  ・す れば鰍5ccよ り灘 すべ きAm…-Nは ・・577・…89 ・9- 1.287(m・N)-

   O.OO1287(gN)

  (0.5770は 氣 屡770mm Hg,温 度20。Cに 於 ける窒素1 ccのmg数)

  故・・ 鵯 留 一9…9161311',;ll・… 一・7…

 以 上 の結 果 に よれ ば試料 中全窒 素 の97・8%はAmino-Nで あつ て,こ れ はColamineに 由

來 す る もの であ り,残 飴 の窒 素 は僅 か に混 在 す る本髄不 明のBetaine類 似 の盤基 に由來 す る も

のであ らう・

                   (174)
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  VI糖   類

   (a)糖 類 の 定性

 Soja-Jecorinの 水 解液 か ら脂肪酸, Glycerophosphoric acid等 を除 きt:る 濾 液 を濃縮 して得

た る濃 密液(Colamineを 含 有 す)に つ き下の如 き定性試験 を行 つ7:・

  (1)Molisch氏 反 慮

 濃 旛液 少量 を と り α一Naphtho1の10%Alcohol solutionを2-3滴 加 へconc。 H.,SO,iを 加

ふれ ば その接鰯 面 に紫 色環 を生 じ,全 液 を加温すれ ば暗 青色 に濁 る・

  (2)Phloroglucin反 慮

 少量 の濃 密液 にca 20%HCIとPhloroglucinと を加 へて徐 々に加温 すれば暗褐 色沈澱 を

生 じ,沈 澱 をAicoho1に 溶 解 すれ ば溶液 は赤褐色 を呈す る.

  (3)Bial氏 反 慮

 O.Ol 90rcinを30%HCI 5 ccに3%FeC132--3滴 加 へた る もの を煮沸 し之 に糖液 を加

ふ れば線 色 を呈 す る・'

  (4)Selivanoff氏 反 慮

 少 量 の糖液 に比 重1.19のHCI I cc加 へResorcinの 小Jl影を加 へ て加温 すれば槌 赤色(小 豆

色)と な り暫 時 に して混 濁 す る.

  (6)Pinoff氏 反 癒

 少 量の濃密液 に4%Ammonium moiybdate soln f O cc, H2010cc及 び氷 酷酸02 ccを 加

へ 加温 すれば僅 かに淡線 色 とな る,

 上 記 の如 くSelivanoff氏 及 びPinoff氏 反 慮は共 に極 めて微 弱 であつ てKetoseの 存 在 は殆

ど認 め難 いがPentoseの 存 在はPhloroglucin反 慮 及 びBial氏 反 慮 によ り明瞭 に認 め得 られ

す二.

  (6) Osazon 言式.験

 濃 密液 にPhenylhydrazine hydrochloride, Sodium acetate及 び 小量 の水 を加へ て水浴上 に

30分 加 温 す る ときは黄 色の沈澱 と器底 に黒褐 色の沈渣 とを生 ず る・爾者 は傾濾 に よ り容易 に分

別せ られ各tを60%Alcoholよ り再結 精製 しナこ・前者 は淡黄 色結 晶 にて融 鮎ii l 85-186。Cに て

Galactose phenylosazon(m・P・1855-186。C)と 混 融 して融 黒【1の昇 降 な く,叉 後者 は赤褐 色

粉 末 にて融 黙158-159。Cに てArabinose phcnylosazon(m・P・160?C)と 混 融 して融鮎 降下

を認 め なか つ九.

  (7) 石肯酸酸 イヒ

 濃 密液409を 比 重1」5の 硝 酸 にて酸化 して0.59の 白 色の結 晶 を得 た.融 黒ii 212。Cに て

Mucic acid(m. P.212。C)と 混 融 して融黙の差異 を認 めなかつt二・

                    (175)
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 上 記 の定性試 験の結果 糖類 としてGalactoseとArabinoseの 存 在 を確認 した るを以 て別項

の如 き方法 によ り爾者 の割 合 を定量 した.

   (b)糖 類 の定量

  (1)還 元 性物 質 の絡 量

 試 料 一定量 を5%H2SO4に よ り沸騰湯煎 中に5時 聞加温 して加水分解 を行 ひ,游 離 せ る糖

類 をBertrand法 に よ り定量 しGlucoseと して計算せ る量 は試料 の10・73%に 相 當 す る,

  (2)ArabinoseとGalactoseと の 割合

 ArabinoseとGalactoseと の量 的割合 を定量 す るためにSoxhlet(8)のReduction Method

に よつ た・2Pち 一 定 條件 の下 に於 け る Arabinose及 びGalactoseのFehlingのCupPer

sulphate solution及 びSachsseのMercuric iodide solutionに 封 す る還 元 力を知 り,一 方

一定條 件の下 に於 け る2種 の糖 の混液 の雨試藥 に謝 す る還 元 力 を知 る ときは下の如 き方程式 を

成立 せ しめ,爾 塘 の割合 を算 出 し得 る・ 巨Pち今

  x=1%糖 混 液100 cc申 のGalactoseの9数        ・

  y=1 %eW混 液100 cc中 のArabinoseの9数

  a=1%Galactose溶 液100 ccに 還 元 され るFehlihg液 のcc数

  b ・=1%Arabinose溶 液100 ccに 還 元 され るFehling液 のcc数

  a' =1%Galactose溶 液100 ccに 還 元 され るSachsse液 のcc数

  b'=1%Arabinose溶 液100 ccに 還 元 され るSachsse液 のcc数

  F濡 糖 混液100ccに よ り還 元 され るFehling液 のcc数

  S==糖 混 液100 ccに よ り還 元 され るSachsse液 のcc数

とすれ ば下 式成立 す・ ・

       ax十by=F

       a'x十b'y;S

                  第11表

        Sugar    ・       1gSugar in I%Solution reduces

                Feh"ng':。So'"t'on l Sachsse'9。So1"t'on

        Galactose        196.0(a)        226,0(a')

        Arabinose         212.8(b)曝        219・8(b')*

試 験 糖 液 に つ き 求 めt二 るF及 びSの 値 は 夫 々1925及 び213.3に し て 之 を 上 式 に 遮 用 す れ ば

       196.Ox十212.8y=192.5×100       (1)

  (8)Browne :Handbook of Sugar Analysis, John Wiley&Son Inc.〈1912)473.

   * b,b'`ま 筆i者 の 實 験f直 ・

               '  (176)



                 ±LtLのlecorinに 就 で

         226.Ox十219.8y=212,3×100       (2)

に て(1),(2)式 よ りx或 はyを 相互 に漕去 すれ ば

         x:・:;61.08

         y=33.93

 今 試 験糖液 中の爾種 の糖 が上記 の割合 に存在 する もの として之 を百分比 に算出すれば

         ・r・・S・ 鋸0-・4・29(G・lac・ …)

         33… 欝0-・ ・71(A・aピ ・…e)

とな る・」比の結 、果か ら判断 すれ ば此 の爾 種の糖類はDigalacto-monoarabanと して存 在す るの

で あ ら う・ さすれ ばGalactoseは61%Arabinoseは39%で あ つ て實験値 と略t一 致 す るので

あ る.

  VII無 機成分          第12表

て謝 撫鵬 購鵬 鑛 諜 驚 成 分含許
                                P205        11516
果Pの 他に尚相當量 のCa・Mg・Fe・ 微量のCl及 び痕跡の   CaO     1.827

Znの 存 在を認 めt:.                   MgO     2・179

                                Fe203       0,308

 次に上記の諸成分中Ca・Mg・Fe及 び次分量を定量 した・   Zn   痕   跡

その結果は第12表 の如 くである.但 しCaは 次分溶液 より   C1     "

Calcium Oxalateと して沈澱せ しめCaSO4と して秤量 し,  合   計   15・830
                              灰 分 量  16.301

MgはMagnesium ammoniumphosphateと して沈澱 せ しめ

Mg2P207と して秤量 し, FeはLeo Lorber("・)の 比 色 法 に よつt二.

  Vm Soja・Jecorinの 分 別

 S(>ja-Jecorinは 軍 一物質 では な くして第2圖 及び第3圖 に示 しナニ慮 理 に よつ て分別 せ られ る

ので あ る.

                    第2岡

               ISoja-Jecorin I 50 g
                (Al,Bl, C1)

                  ト蛮'瞥 謝 ロh閣騰嶽 すGcl
         l                 l      l

堕 壁 可溶分I      I舳 ・・不溶分.

         -i鍮羅 織 犠熱撫騎 一鴨捜撚 躍鎌欝
       賑 褐 粉末i              畷 褐粉末1

       (A2,β2, C2)               (A3,B3, C3)

  (9)Leo Lorber:Biochem. Z.,181(1927).39.

                    (177)
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                    第3圖

                lSoja-Jecorin l 509                   水400
cc, l n HCl 100 ccを 加へ5時 間掩

                   拝 し, Gel状 となす・Ether i 1を 加へ振塗す

         l                  l     l
Ether-H?O可 溶分1   ・       IEther-H20不 溶 分l

           NaCl結 晶 を加へ脱水濾過。 Ether濃 縮液に          
一Methyl alcoholを 加 へ沈澱,沈 澱をMethyl

           alcoholに て洗瀞濾適乾燥す       魑
灰 白粉末1

      (A4, B4, C4, D4)

分 別 製 品 につ いては次 の方 法 に よつ てN,R,糖,沃 度債等 を定 量 し共 の数 回の牛 均 値を第2表

及 び第3表 に掲 げたので あ る・(第1表 も同様 であ る)

  定 量 方 法

 (1)N:Kjeldahl法

 (2)P:ア ル カ リ滴 定法 燐 をAmmonium molybdateに てAmmonium phosphomolybdate

と して沈澱 せ しめ,そ の沈澱 を溶解 す るに必要 なる標準NaOHの 量 を求 め,下 式 によ りPの

當量 を算 出 しす二・

  2((NH4)3PO412MoO3〕 十46 NaOH=2 〈NH."2HPO4十(NH4)2MoQ,十

            23Na2Moq十22 H201cc O.1nNaOH`0,0001349 g P

 (3)糖 量:5%H2SO4に て5時 間砂皿上 にて加 熟 して生 す る還 元糖 をBertrand法 に よ り

定量 しr二・

 (4沃 度 贋:Pyridine sulphate dibromideをHalogeniserと す るRosenmund&Kuhnhenn(lo)

法 を徴 量定量法 に慮 用せ る方 法(11)に よ り定 量 した・

  (10)Z・f'Nahr・u・Genuszm.,46(1923)164.

  (11)M.Yasuda:J・Biol・Chem・,94(1931)401.

                    (178)


